
評価結果市町村受理日



なじみの地域で、刺激ある生活をしていただけるよう、2つの大き

な理念を常に念頭におき、それに結びつく支援を心がけ、実践し
ている。また、毎月の理念も掲げ、その時期にあった取り組みや

目標を設定している。（新人研修時の伝達、毎朝の唱和は継続

して行っている）

今年で8回目の参加となる「福祉フェスティバル（音楽療法の参

加）」と毎年12月に行っている「1年間元気に過ごせてありがとう
会（食事会）」など地域へ向けての啓発事業や社会参加・行流を

行う事で楽舎の取り組みを知って頂いている。地域の方に呼び

かけ、巻き込んで消防訓練を行ったり、ボランティアとして楽舎
に来て頂き、行事への参加（大正琴、笹巻き等）を通じてつなが

りを持ち、取り組みや支援を理解して頂いている。

地域の保育園・幼稚園・小学生さん（歌の発表、演奏）や中学生
さん（体験学習）が来られたり、逆に園の行事や給食会、卒業式

に招待されたりと交流を継続して行っている。生徒たちも利用者
様との関わりの中で、過去のことを知る勉強になったり、人間力

の構築に繋がる体験になっているのではと感じる。

今年度は、奇数月で開催している（年6回）。参加者からのアドバ

イスや助言については、スタッフで共有し、支援の見直しや取り

組みにつなげている。また、ご家族様からのご要望、意見など聞
いて、より良い運営につなげていく努力をしている。たくさん参加

して頂き、意見交換が出来るよう面会時に呼び掛けたり、電話し
て出席をお願いしたりしている。

情報交換をしっかり行っている。疑問点や不明な点があれば連

絡して、返答を頂いている。また、運営推進会議時や市役所へ
出向いた時に、楽舎の状況を報告して、その都度取り組みの様

子を伝えている。

該当する外部の研修へ参加して、情報を得ることを行ったり、楽

舎にて内部研修という形でスタッフ全員へ周知するようにしてい
る。また、「鍵をかけないケア」を継続しており、リスクへの配慮

は行いながらも、自由な風通しの良い事業所作りをしている。
日々の支援においてもスタッフ同士で確認したり、勉強したりし

て情報伝達をしている。

上記と同様、積極的に外部への研修へ参加ししている。言葉遣

いという点で、スタッフ同士で指摘したり、確認するやり取りを徹
底している。「虐待」があることを知り、知識として頭に入れておく

必要があることを内部研修で伝達している。


















